
令和４年 川崎港港湾調査  速報集計結果（概要）

※（）内の％は対前年比

海上出入貨物 6,840万トン（95.0％）／うちコンテナ貨物  152万トン（85.0％）

外貿貨物  4,572万トン（93.6％）／うちコンテナ貨物  135万トン（82.4％）
輸出     528万トン（95.5％） 増：砂利・砂(20万トン増）

減：化学薬品（23万トン減）
輸入  4,044万トン（93.4％） 減：原油（104万トン減）

内貿貨物 2,269万トン（98.0％）／うちコンテナ貨物  18万トン（113.0％）
移出  1,184万トン（93.2％） 減：揮発油（104万トン減）
移入  1,085万トン（103.9％） 増：原油（40万トン増）揮発油（36万トン増）

減：その他石油製品（23万トン減）

コンテナ取扱個数 126,207TEU*（87.1％） *コンテナの個数を数える単位。20フィートコンテナ１個＝１TEU

外貿コンテナ 107,754TEU（84.3％）
輸出  55,359TEU（88.3％）

インドネシアへの自動車部品が増加
中国への取合せ品や再利用資材、中国への空コンテナが減少

輸入  52,395TEU（80.5％）
ベトナムからの家具装備品が増加
中国からの家具装備品、その他日用品、
ベトナムからの衣服･身廻品･はきものが減少

内貿コンテナ 18,453TEU（108.1％）
移出    9,684TEU（131.6％）

東京への自動車部品、横浜への空コンテナが増加
移入    8,769TEU（90.3％）

横浜からの空コンテナが増加
名古屋からの家具装備品が減少

入港船舶 16,687隻（92.6％）／  8,474万総トン（94.2％）

外航船 2,173隻（87.8％）／  6,411万総トン（93.1％）
うちフルコンテナ船 434 隻（93.9％）／  665 万総トン（96.8％）

内航船 14,514 隻（93.3％）／  2,063万総トン（97.7％）

※数値の詳細は別紙「速報集計結果」を御参照ください。 【問合せ先】               
川崎市港湾局港湾振興部誘致振興課 齋藤 
電話 044-200-0350            

  ■ 入港船舶の隻数が２年ぶり減少、総トン数が２年ぶり減少

令 和 5 年 5 月 2 日
報 道 発 表 資 料

 「港湾調査」は統計法に基づく国土交通省所管の基幹統計調査です。ここでは、川崎港に入港した船舶及び川
崎港と内外諸港との間で直接扱われた貨物について集計しています。調査期間は令和4年1月から令和4年12月
（暦年）です。数値は速報値のため、後日変動する可能性があります。

  ■ 海上出入貨物の貨物トン数が２年ぶり減少
  ■ コンテナ取扱個数が２年連続減少
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